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す
で
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
９
月
　
日
、
但
馬
地
域
で
路

２８

線
バ
ス
を
運
行
す
る
全
但
バ
ス
は
、

但
馬
地
域
で
運
行
す
る
全
路
線
の

う
ち
　
路
線
　
系
統
を
本
年
　
月

２４

９１

１０

１
日
か
ら
休
止
す
る
計
画
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
利
用
者
数
の
減
少
に

伴
っ
て
赤
字
が
増
大
し
、
各
市
町

か
ら
の
補
助
金
だ
け
で
は
赤
字
額

を
補
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、

休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
説
明
し

て
い
ま
す
。

　
運
行
が
休
止
さ
れ
る
路
線
の
う

ち
、
養
父
市
内
を
走
る
路
線
は
、

高
中
と
Ｊ
Ｒ
八
鹿
駅
を
結
ぶ
「
高

中
線
」
の
１
路
線
。
同
路
線
は
、

公
立
八
鹿
病
院
や
Ｊ
Ｒ
八
鹿
駅
へ

の
連
絡
路
線
を
求
め
る
地
域
の
要

望
を
受
け
、
旧
養
父
町
と
全
但
バ

ス
と
の
協
議
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ

た
路
線
で
、
八
鹿
駅
―
大
屋
橋
―

大
塚
―
奥
米
地
―
高
中
を
１
日
３

回
、
計
６
便
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
高
齢
者
の
方
が
、
八
鹿
病

院
へ
の
通
院
や
買
い
物
な
ど
八
鹿

方
面
へ
の
移
動
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

◎
　
月
か
ら
路
線
バ
ス
「
高
中
線
」
が
運
行
休
止

１０

　
同
路
線
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

新
た
に
欠
損
額
相
当
の
経
費
負
担

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
養
父
市
地
域
公
共
交

通
会
議
（
次
頁
参
照
）
で
検
討
し

た
結
果
、
養
父
福
祉
バ
ス
「
わ
い

わ
い
バ
ス
」
が
同
路
線
を
並
行
し

て
お
り
、
乗
り
換
え
が
必
要
に
な

る
な
ど
不
便
に
は
な
る
も
の
の
八

鹿
方
面
へ
の
交
通
手
段
を
確
保
で

き
る
こ
と
、
さ
ら
に
行
財
政
改
革

の
視
点
か
ら
も
休
止
の
申
し
出
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
市
の
財
政
負
担
額
は
年
々
上
昇

　
市
内
を
走
る
路
線
バ
ス
は
、
Ｊ

Ｒ
八
鹿
駅
を
基
点
に
市
内
各
地
を

結
ぶ
ほ
か
、
他
市
町
へ
の
連
絡
路

線
と
し
て
も
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
少
子
化
や
自
家
用
車

の
利
用
、
運
賃
の
高
騰
な
ど
に
よ

る
バ
ス
利
用
者
の
減
少
や
原
油
価

格
の
高
騰
な
ど
に
伴
っ
て
、
厳
し

い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

国
、
県
、
市
が
、
路
線
バ
ス
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
路
線
バ
ス
運

行
会
社
の
欠
損
相
当
額
に
対
し
て

補
助
金
を
支
払
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
額
も
年
々
上
昇
し
、
市
の
財

政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

★市の財政負担額
（路線バス運行会社への補助金額）の推移

平成１９年９月２９日朝刊

神戸新聞

特集：どうなる地域の「足」


